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	（講演要旨は裏面に記載しています。）
	（講演要旨は裏面に記載しています）
	なお、本セミナーは医学系研究科を対象とした大学院特別講義としても認定されています。大学院生は、Microsoft Teams からレポート様式をダウンロードの上、講義概要及び論評を記述し、下記期限までにTeamsへ電子データで提出してください。最大2点で採点されます。※レポート提出期限：11月25日（水）
	国際研究ネットワーク形成の重要性
	松本　健　先生

